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l 問題の所在   
一般的に，アメリカ・ヘルパルト主義（American Herbartianism）1ほ，19世紀末に米国に  
登場し，主知主義的・訓練主義的性格を有しており，デューイ（Dewey，J．）らの進歩主義教  
育に批判されたうえ，教育実践史上，その姿を消したと理解されている2。実際，前身をヘルパ  
ルト・クラブ（Herbart Club，1892年）にもつ全米ヘルパルト協会（NationalHerbartSociety）  
は1895年に設立され，1899年の第5年報を最後に，解消した。そして，その後N．S．S．S，E．（現  
在のN．S．S．E．）に組織を改め，ヘルパルトの名が削除されることになった。このことが，アメ  
リカ・ヘルパルト主義の衰退を後の研究者に印象付けていることは間違いない。   
しかし，20世紀にはいっても，マクマリー兄弟らは，教師教育の立場からではあるが，積極  
的に教育界に，教授理論をめく小って提言している。進歩主義教育において，キルパト リック  
（Kilpatrick，W．H．）が1918年に『プロジェクト・メソッド（Prqiect Mbthod）』を著したこ  
ろ，1920年にヘルパルト主義のC．マクマリーも『プロジェクト法による教授（7セαCんZ乃gあッ  
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る修正とみるのが一般的である。また，ヘルパルト主義を取り上げる意義としてほ，デューイ  
の理論的発展への初期的刺激に注目したものが多い。   
本稿では，ドイツから紹介された1890年ごろの特徴を踏まえた上で，「中心統合法」から「相  
互関連法」へと「転換」する際に，授業形態論の側面からは，何がどのように問題視され，改  







示したい。   
この仮説的プロセスの概略を図表化すると，おおよそ以下の【表1】のようになる。  
【表1】  
時期   1889年以前   1890－1891年   1892年－   1903年－  
（ヘルパルト主義  （初期的受容）   （普及組織の成立・  （組織の解消・‥文  
受容・具体的導入  教授理論体系化…  
以前）  文献①）   
教育目的   知識の蓄積   知識の結び付け  統一的人格形成  統一的人格形成   
カリキュラム  複数教科分立状態  「素朴な」相互関  中心統合法・開化  相互関連法   
（論）の状況  遵法   史段階説   
授業形態  レシアーショソ  レシテーション   レシテーシ ョン  レシテーシ ョン  
（庶物指教など）  （五段階教授法）  （思考の重視・タ  
イプスタディーへ  











21890年ごろにおける「レシテーション」の捉え方   
ドイツ留学から帰国直後の1890年，C．マクマリーはN．E．A．セント・ポール大会で］．W．スター  
ンズ（Stearns，］．W．）の論文「小学校プログラムにおける教科の相互関連（The Correlation  
Of Subjectsin Elementary Programs）4」のディスカッションに参加し次のように発言して  














いたことがわかる。   
また，同じ1890年，C．マクマリーほ，『レシテーションの実施方法（月b∽ ね CoJl血c乙 £んe  
月ec∠乙αとょo7t）』を著した。この著作ほ，事実上，彼が初めてヘルパルト主義を米国に紹介した単  




















はあまり語られなくなる，いわゆる「五段階教授法」に則った授業論である。   
統覚作用は，次のように定義されている。  
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「これは，統覚作用の原理と呼ばれている。すなわち，すでに獲得されている似たような観念  










いる点で，ヘルパルト主義的に「レシテーショ ン」のありかたが修正されたと見てよい。では，  
アメリカ・ヘルパルト主義において，中心統合法が具体的に主張される前の，授業形態とはい  
かなるものであったのであろうか。そこには，ヘルパルト主義をアメリカが受容していく第一  
のステップが垣間見られる。   
次に，そのレシテーションのプランを【表2】に示して，その性格を分析したい。  
【表2】1890年におけるレシテーション・プラン（McMurry，C．：『レシテーションの実施  
方法（How to Conduct theRecitation）』，A．Flanagan Company，1890，PP．20－21．図表化は  
藤本）＊対象学年ほ不明  
「綿繰り機」  
教育目標 Aim   綿花から種子を取り除くために，どうやって機械が発明されたのかがわかる。   
段階   実際   
1 予備   クラスに次のことを訊いてみる。綿花という植物について。その育て方や収穫に   
Preparation  ついて。その利用について。   
2 提示   ホイットニーの物語や綿繰り磯の発明の物語を話したり，呼んで聞かせたりする。   
Presentation  南部における綿花栽培において，また南部の発展においてこの発明がどれはど効  
果的であったかに注目しなさい。   
3 比較   他の重要な発明とその効果をいくつか挙げなさい。たとえば，ミシン，印刷機，   
Comparison  蒸気機関，刈り取り機，蒸気船，テレグラフなど。これらのうち，どれがもっと  
も重大な結果を招いたか。   
4 総合化・抽象化  子どもたちに，これらすべての発明の一般的な目的ついて述べさせなさい。たと   
Generalization／  
Abstraction   
5 応用   これらの便利なものの発明の結果，なにか，困難が生じているであろうか。（たと   
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の獲得（一時に一事）」だけではなくて，この主題の中だけでも，さまざまに比較・総合化が促  
され，掲げられた目標だけが達成を目指されているのではないことがうかがえる。一つのレシ  
テーシ ョン・ワークでも，全体的な教育目的実現にべクトルが向けられていることが大きな特  
徴のひとつであろう。   
ただし，ここでの教育目的の自覚は前述のように，「人格形成」にかかわるものというよりも，  
まだその前段階である「教育内容間の結びつけ」自体にとどまっており，なぜ「結び付け」が  










3 「レシテーション」概念の変容  
（1）「中心統合法」の主張と「レシテーション」   
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「このことはまさに，われわれが願っていたこと，つまり，道徳的人格形成という目的を教育  













ているので，それを中心にその根拠をまず見ていきたい。   









のである。   
このような関係を子どもが理解できるようにするためにほ，諸教育内容が注意深くお互いの  
関係に留意しつつ配列されなければならないとし，中心となる教育内容ほさまざまな思考が関  
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「バラ／ミラに教えられた諸事実は生徒の思考のなかでも分立したままであるのではない。その  
（生徒の）心は同化と統合の能力を有しているのであり，この能力は何人かの哲学者によって夢  
想されている以上に教育においては基本的なものなのである16」。   
ホワイトは，ヘルパルト主義が唱えるような統合は実ほ生徒の心の中で自然と行われるもの  
であるから，カリキュラム上そうする必要はないととらえているのである。要約すれば，分立  
主義は基本的であり，統合の原理は，偶発的なものであるという立場になる。   
それに対して，C．マクマリーは，次のように述べる。  
「この場合，統合の原理は基本的なものであって，分立させるという考え方は偶発的なもので  
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ちょっとした音読難しい  詩を一連ずつ読みなさい。 …もう一度，注意深く全体を通して詩を読みなさい。   
単語や句の意味。ストー  ・‥そのストーリーを語りなさい。その若者ほ楽しそうでしたか，それとも悲し   
リー内の重要な事実   そうでしたか。本文中の言葉で答えなさい。かれは，見かけ上，魅力的でした  
か，それともあまり魅力的ではなかったでしょうか。何が彼の旅を思いとどま  
らせようとしましたか。彼はやめましたか。彼はどうなりましたか。   
解釈   なぜ彼がやめるはずなどなかったか，その理由がわかりますか。ということ  
は，彼ほぼか着ですか，それともむこうみずな冒険家ですか。   
ロングフェローはこの若  詩の最終節でロングフェローほどのような考えを示しているでしょうか。そ   
者を「美しい」と表現し，  のような賛同ほどのように説明しますか。ストーリーほ，はっきり言葉で言   
最後の2行で彼が天に召  われていないから，どのように解釈すべきか考えてみましょう。その山はど   
されたことを示している。   のような意味をもっていますか。幸せな家庭ですか。その老人？それともそ   
比喩的な表現。   の少女？その農夫？…   
その若者の重要な性格は  その若者の重要な性格は何でしょうか。それはどのようにあらわれています   
非自己中心的で勇気と決  か。彼にとって価値のあるモットーとはどのようなものでしたか。「より高   
断力とエネルギーを持ち  く（Excelsior）」としばしば繰り返す理由は？筆者が賞賛すると思われる種   
合わせていることである。  類の人間はどのような人間でしょうか，書きなさい。次のような人たちのこ  
とを聞いたことがありますか。ワシソトソ，リンカーン，その他歴史上，あ  
るいほ現代の人物。   
高い理想をもった，影響  よい人間はだれでも，こういった人たちと同じような性格を実践していくこ   
力のある人物はみな／こ  とが必要であると思いますか。その根拠は？この詩は向こう見ずさをたたえ   
れら同じ性格を示してい  ていますか。その根拠は？いつわれわれはそのことを思い出す必要があるで   
る。   しょうか。高い理想をもつことの利点は何ですか。モットーをもつことはど  
れほど役立つことなのでしょうか。   
形式。言いまわし一美  ‥・あなたの考えでは，どの連がもっとも力強く若さを表現していますか。ど   
しさ，力強さ。   の連がもっとも魅力的ですか。   
上手な朗読。   詩を朗読するときにどんな点に注意しなければなりませんか。音読しなさい。  
レシテーシ ョンという枠組みは保持しているために，教師主導の発問が目立っているが，「高  
い理想」をもつ人物を掲げることで，子どもたちにその意味や大切さを問いかけ，また考えさ  
せるよう工夫されている。明らかに，語費や詩の形式といった言語教育的側面は全体の流れの  
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横の系に委ねることにより，あとは自然な内的発展に期待しているといえよう。   
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ラム上 長重要教科になる。それは，歴史か文学でなければならない21」。   




らの自然学習を軸にしようとする一派であり，「中心探し」に夢中であったといえよう。   
それが，1903年ごろになると，彼らの著作や論文においては，複数形の中心，つまり多中心  
（centers）というように，変化する。重心を歴史から地理に動かすことにより，一中心を語ら  
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にこの名称がこの事実を物語っている。もし，学校にいる間が，復諭したり反復したりするこ  
とに費やされるならば，当然（教師の側の）準備も，必要とされる記憶事項の蓄積ということ  

















見うけられる。   
ここでは，「思考するための時間」と言われているが，これが，「プロジェクト法」に洗練さ  
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